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1  はじめに 

 近年，企業におけるグループウェアの導入が進む中，特

に「電子的文書管理」機能について関心が高くなっている．

また，組織では業務パフォーマンスを向上することが要求

されており，知識創造や知識管理を促す経営手法が重要視

されてきている[1]．その背景には，熟練者の転勤や退職

による知識やノウハウの流出，あるいは企業内における知

識やノウハウ伝承の欠落という懸念がある．一方，ペーパ

ーレス化によるコスト削減や，2005 年施行の e-文書法に

より企業内での電子文書の増加が予想される．しかし，紙

文書の持つ見読性，可視性という利便性により，思考手段

としても紙文書は存在し得る．すなわち，用途に応じた使

い分けにより企業内では紙文書と電子文書が共存するこ

とから，紙媒体の情報資源としての有用性は否めない．計

算機技術を用いて，紙文書も電子文書と同様にシームレス

に検索対象化し得る管理技術の必要性が挙げられる． 

 一方，文書検索に使用される検索機能に着目すると，い

くつかの問題点が挙げられる．特に業務者の検索キーワー

ドによっては真に必要とする情報以外のものが得られる

ことがある．また，同様の仕事をする際に，必要とする情

報取得の手順や所要時間において業務者による差異が生

じる場合もある．これは業務者自身の知識の違い，既存の

検索エンジンを利用した検索結果がタイトルや文字列で

あり，業務者の意図に基づいた情報の構造化，組織化が行

われていないことが考えられる．すなわち，効率よく業務

を進めるには，情報の組織化，個人の知識である仕事の仕

方(業務モデル)を「共有」することが必要である．したが

って，上記の有用性を持つ紙文書を含めた広範な情報ソー

スを対象とした情報の構造化とそのインタフェースを提

供出来る文書の管理，情報組織化共有手法が望まれる． 

 本研究では，RFID タグを利用した紙文書管理および紙

文書と属人性，電子文書情報をデータベースに統合保存し，

業務モデルに基づき構造化し共有化を図る統合知識共有

管理について検討する． 

 

2  文書管理における知識共有 

ナレッジマネジメントとは，個人の持つ知識や情報を組

織全体で共有し，有効に活用することで業績を上げようと

いう経営手法のことである．共有される対象は，知識や情

報などの文書化された「形式知」だけでなく，経験やノウ

ハウなど個人に内在する「暗黙知」も含まれる．ナレッジ

マネジメントの浸透により，個人の能力の育成や、組織全

体の生産性の向上，意思決定スピードの向上，業務の改善

や革新の場の提供が実現できるとされている． 

 しかし，企業における情報共有手段として採用されてき

たサーチ型ナレッジマネジメント･システムは業務者のス

キルが一定でなければ最適な知識情報を共有できないと

いう問題がある．また，情報の活用レベルは個人の能力に

よって大きく左右されるため，業務遂行に必要なノウハウ

の共有が図れず，やがてナレッジマネジメント・システム

は使われなくなってしまうのが現状である．知識資産を情

報検索者にどう発見させ，理解・活用させるかは，企業の

大きな経営課題となっている．求められているのは，明快

かつ平等に業務知識やノウハウを提供できるシステムで

ある．したがって，検索意図に適した検索インタフェース，

検索知識共有が必要であると考えられる． 

 

3  業務モデルの共有による文書検索方式 

検索者は，情報検索において，情報源を選択し，検索戦

略を立て，検索を実行し，その結果得られた情報を利用し

てニーズを満たすという一連の過程をたどる．ここには業

務者が収集データ，情報をある形にまとめようとする枠組

み，問題の解決手順，すなわち業務モデルが内在する．業

務モデルは一つの知識であり，他者がこれを参照，共有す

ることは有益であると考えられる． 

本研究では，検索情報の構造的関連付けとして表形式を

用いる．表形式は相関関係を示すのに適し，全体の要素を

項目ごとに整理･分類し，項目間の関係性を一瞥して理解

し得る組織化構造である．人は多くの事柄に対し表を用い

てまとめることから，情報検索に表を用いることは検索者

の意図を表現でき，情報検索の効率化が図れると考える． 

 

4  紙文書作成者同定方式 

ある文書に記述された内容について，さらに詳しく知り

たい場合，通常，その内容に関連する文献を読むなどして

知識を補完していくことが多いが，文書の作成者に直接質

問するなど連絡を取る方法も採られる．いわゆる，日常的

に行われる「知っている人に聞け」である． 

ここでいう文書の作成者は必ずしも物理的に文字等を

記入した者を意味するものではなく，知識，思想の主体を

意味している．ある文書について，その作成者として文書

に作成名義人がある場合，その名義人が作成者である場合

が多い．しかし，作成者と作成名義人が異なる場合もあり，

偽造文書はその典型である．それを防ぐためにも，その文

書の真正性を証明することが望まれている． 
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本研究では，Anoto 社のデジタルペン技術を利用したデ

ジタルペンシステム[2]を用いる．デジタルペンで記述し

た参照パターンと入力パターンのストロークデータを取

得し，取得したデータ同士の照合処理（DP マッチング）

を行うことで同定処理を行い，紙文書作成者の真正性を証

明する紙文書作成者同定方式を提案している． 

 

5  統合知識共有管理システムの開発 

図 1 にシステム全体の概要図を示す．本システムでは，

あらかじめ熟練者が業務項目に応じて業務に関連したキ

ーワードを表形式に定義し，データベースに保存する．非

熟練者は，これを用いて検索の入力仕様に当てはめた検索

式を生成･情報検索を行える．また，業務が進んで新たな

項目が増えるなど，別の熟練者がさらに豊富な知識を持っ

ていれば，業務モデルに検索キーワードを追加し，情報検

索を行うことも可能である．この組織内での業務知識共有

は個人の作業効率の向上も期待できる． 

 検索対象には Web 上の文書，研究室などの組織内の紙文

書，電子文書を例として取り上げ，JDBC ドライバを利用

して検索処理を行う機能を実装した．これにより，紙文書，

電子文書をシームレスに管理でき，検索者の意図に適した

情報検索機能を実現した． 

 また，タグの記憶容量の制約から紙文書の管理に使用す

る RFID タグには紙文書を識別するための ID を付与する．

紙文書の詳細情報(ID，文書名，著者名，登録日時，内容

を示すキーワード，保管場所)をデータベースに保存し，

文書情報検索ではキーワードを対象に行う． 

 
図 1 統合知識共有システムの概要図 

 

 図 2にリーダライタ処理の流れを示す．リーダライタ装

置と RFIDタグには，データを送受信するアンテナがある．

図 2の A部では，このアンテナに対してリーダ装置から無

線通信技術を用い，PC からの読み取り命令によって RFID

タグ内の情報を読み取っている．図 2の B部では ODBC を

用いてデータベースへ接続･更新を行う．紙文書が保管場

所から移動される場合，必ず RFID タグが読み込まれるの

で，適時，紙文書の位置情報を確認し，検索結果として表

示でき，文書情報検索の向上が期待できる． 

図 2 リーダライタの処理の流れ 

 

 図 3は紙文書作成者同定処理に基づき，情報組織化表構

造から業務知識を所有する人間のマッピング，組織化処理

の画面例を示す．デジタルペンシステム[2]の API を利用

して参照パターンと入力パターンのストロークデータを

取得することができる．この取得したデータ同士のマッチ

ング処理を行い，類似度に応じた評価と入力パターンの記

入者名を表形式で表示する． 

 
図 3 紙文書作成者同定と知識所有者の組織化画面例 

 

6  まとめ 

 業務者の知識や意図を表形式に構造化し，共有化を図る

統合知識共有管理について検討し，以下の結果を得た． 

(1). 表形式による情報組織化，表示により，要素の整理･

分類を明示することができ，検索者の意図した知識

の効率的な検索を図る機能を開発した． 

(2). 紙文書，電子文書，Web 文書を統合的に管理し，情

報検索対象として統合的に検索する機能を開発した． 

(3). 紙，電子文書の作成者を同定し，文書と属人性を組

織化する方式を提示した． 
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